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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文ではラ盲人の思考過程研究にとって基礎となる資料を得ることを目的に「イメージ」を主

題としてラその知覚的構造の解明を目指す実験的研究が行なわれた。論文はラIV部，9章から構成

されており、全体で400字原稿用紙390枚から成る。

　第I部「序論」ではライメージという概念の成立過程を歴史的に概観し心理学におけるイメージ

研究の前提が確立するに至る背景が探られた。第1章では，古典的な哲学から現代のイメージ論争

までライメージという現象をめぐって展開された考究史を概観した。まず、二元論の枠組でイメー

ジを精神の領域ではなく身体（事物）に属する現象として位置づけ，イメージと知覚との類同性に

関する体系的な主張をはじめて提出した17世紀のDescartesのイメージ論をふりかえりヨそれがラ

その後の多くのイメージ論の基調となり，初期の心理学の前提となる過程を示した。ついでヨ本世

紀初頭に一旦衰退したイメージ研究がラ1960年代に入りネオメンタリズム運動の影響で再び拡大

し，認知研究の一領域として確立するまでを観た。そして，イメージと知覚との同型性の実証を目

指した多くのイメージ実験の成果を要約した。最後に，これらイメージ研究への批判を概観し，特

に“イメージ論争”と呼ばれた最近の論議の経過をまとめヨそこでは古くからイメージ研究の前提

であったイメージと知覚過程との類同性の主張の是非が問われていたことを明らかにした。
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　第II部はラ「盲人の空聞イメージに関する研究」4章からなっている。まず冒頭でヨ第1章の考察

をふまえ、18世紀にDiderotやCon醐1acなどによって行なわれた盲人のイメージについての古典的

な議論のいくつかを紹介し，盲人の思考過程の研究におけるイメージ概念の重要性を指摘した。

　第2章ではヨ盲人の空間イメージのモダリティー成分を検討する目的でヨ空間イメージ変換課題

を用いた実験が行なわれた。盲人（24名）と正眼者（18名）の披験者は雪盤上にランダムに配置さ

れた4つの対象物の位置をラ触運動的に，あるいは言語的に与えられた情報からヨ記憶するよう求

められた。ついでヨ披験者は実際に目前に在る対象物以外の背後へ行ったことを予想し。イメージ

変換に基づく反応を求められた。結果はラ触運動的提示条件では，盲人群と正眼者群の間に有意な

差の無いことを示した。このような結果は従来の盲人のイメージ研究の結果と矛盾するが，本研究

の採用したラ能動的で十分な触運動的探索とヨイメージ変換の前に与えられた自已受容反応の訓練

の効果がヨこのような結果をもたらしたものと考察された。一方ヨ言語的提示条件ではヨ両群問に

差が見られヨ盲人ではラ非視覚的情報から空間イメージを形成することに困難性のあることも示唆

された。これらの結果はヨ空聞が非視覚的モダリティーによって表象されている可能性を示唆する

ものであった。

　第3章では、空問情報の提示モダリティーがイメージ変換の発達にどのような，効果を持つのか

を検討するためにラ空間イメージ変換課題を用いラ7歳から12歳の正眼児u9名を対象に実験がお

こなわれた。空問情報の提示モダリティーは，視覚。触運動ヨ言語の3種であった。結果はヨ空問

イメージの変換は空間情報を視覚的に提示する条件で最も早く達成され事ほぼ五0歳にイメージ変換

の正確さにヨ発達段階とも呼べる変化がみられることを示した。触運動的提示ではラ視覚条件に亙

年遅れ11歳に至り発達段階的な変化が達成されラ言語条件では12歳に至るプロセスにはヨ他の2

条件に見られた発達的変化は示されなかった。これらの事実はイメージの発達における，知覚的情

報の重要性を示唆している。また，イメージ発達が空間情報の知覚モダリティーによって異った様

相を見せたことは、非視覚的情報に起源を持つ空問イメージの性質を示唆する点で重要である。

　第4章ではヨ2．3章と同様な空問イメージ変換課題を用い55名の先天盲児を対象としてヨ実験

がおこなわれた。結果は空問情報が触運動的に与えられる条件では、先天盲児の空聞イメージ変換

の成績は正眼児のそれに劣るものではないことを示した。逆に特定の年齢では盲児が正眼児を上ま

わる傾向も見られた。このような結果は視覚モダリティーによらなくともヨ十分な触運動的情報を

与えられる条件ではラ盲児の空問イメージが正眼児とほぼ同型の発達を示すことを示唆しており、

再び非視覚的なイメージの存在を支持するとともにヨその発達的変化の可能性が示された。ただしラ

情報が言語的に与えられる条件では盲児の空問イメージ変換の成績は正眼児のそれに劣るものであ

り，空問情報が非感覚的1非知覚的な事態での盲児のイメージ変換の困難性を示唆するものであっ

た。このような結果はラ盲児の教育方法を改善する試みに基蜂的な資料を提供するものであった。

　第5章では、第II部3つの実験的研究の結果を総括しラこれらの実験の結果が示唆する問題につ

いて議論が展開された。まず，盲人を対象とした本実験の結果が従来の多くの盲人のイメージ研究

の結果とは異なり。情報が触運動的という形で提示される条件の下では盲人と正眼者問に大きな差
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を見いだし得なかった点が強調された。そしてラこのような結果は。最新の盲人のイメージ研究の

結栗と一致することが示された。最後に上記の考察をふまえ言新しいイメージ研究の方向性につい

て議論がおこなわれた。そこでは，イメージ研究を「視覚」遇程との同型性の実証から解放し事㎜趾i－moda1

なイメージ研究を目指す必要性がうそしてうイメージ現象の認識に果す機能についての研究が望ま

れている事情が述べられた。

　第II玉部の3つの章では、イメージの身体画運動感覚的起源を想定し，日本人の書字類似行動を対

象とした実験的研究の結果が報告された。

　第6章ではヨ自本人の行動として広く観察される単語等の想起時における書字行動（以下「空書」

と記す）の同定とラその機能の実験的解析を目的としてヨ漢字字形素統合課題を用いた2つの実験

が行なわれた。漢字字形素統合課題とは複数の漢字字形素（例えば「月」雪「口」ラ「糸」）から、ひと

つの漢字形（「絹」）を想起する課題である。まず、空書行動の出現率の観察では105名の被験者全

員に空書が現れた。空書にはう2つの行動形態が存在し，第1は書字面を持ち、その書字過程が凝

視されるタイプでラ第2は書字面を持たないタイプであった。ついで漢字字形素を異なるモダリティー

で（視覚的ラ聴覚的）提示する事態で2つの空書条件（書字面の有無）及び空書禁止条件のパフォー

マンスが比較された。結果は、書字面のあるタイプの空書には両提示条件で高い正答を導く効果の

あること等を示した。以上の結果は，イメージが運動感覚的成分を持つという仮説を支持するもの

と考えられた。

　第7章では，成人においては100％の者に観察された空書行動の発達を7歳から12歳の児童を対

象として検討した。まず出現率では、各年齢70名ヨ全体で447名の児童を観察した結果害漢字字形

素統合課題遂行中に空書行動を自発した者はヨ7歳で1！．8％ヨ8歳で5．5％争9歳で22．2％ヨ亙0歳

で56．7％，11歳で57．3％ヨ12歳で66．7％であった。空書行動の出現には害9－10歳にかけて段階

的とも呼べる大きな変化の在ることが明らかとなった。ついで空書行動を自発した者と自発しなかっ

た者を対象とした実験で空書行動の機能が検討された。結果は空書行動の機能がヨほぼ11歳に表れ

ることを示した。

　第8章ではヨ空書行動の漢字文化起源説を検討するためにヨ日本と同様の漢字圏ラそして非漢字

圏からの留学生を対象として5つの実験が行われた。結果は以下のようであった。日本と同様に母

国語の文字体系に漢字を有する中国語話者ではヨすべての者（21名）に漢字字形素統合課題解決時

に空書行動が見られた。また彼らにも日本人と同様な空書行動の課題解決促進効果が見られた。3

種の英単語課題（綴り順唱曾逆唱ヨ単語完成課題）事態で日本人（83名）と非漢字圏からの留学生

（23名）を対象にした空書行動の観察では。空書行動の自発はラほぼ日本人に限定しうることが示

された。また雪英単語事態でもヨ日本人には空書行動の認知的機能が見られたが、非漢字圏からの

留学生では空書行動を求める手続はむしろ妨害的ですらあった。以上の結果は空書行動の漢字文化

起源説を支持するものと思われる。

　第王V部、総括ではラ本論文が明らかにした問題を理論的に位置づける目的で議論がすすめられた。

まずヨ補足実験として眼球運動制隈条件での漢字字形素統合課題の成績が検討されヨより微細な身
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体動作抑制が漢字字形素の統合を一層妨げることを示した。ついで身体1運動的認識の諸論が展望

されラ心理学の領域でのP1ajetのAct1㎝理論を始め多くの理論が展望された。更にヨ本研究が提起し

た問題をヨ認知と行動の相互作用及び身体行動研究の枠組との関連で位置づけた。最後に本論文の

成果が視覚障害児（者）の教育や臨床にどのように応用可能であるかが考察されヨ本論文の結果を

基礎として害先天盲児への新たな教育方法を工夫しうること、そして従来は盲教育から排除されて

いた種々の教材等を盲児に提供しうる可能性が示唆された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，イメージを主題としてヨその知覚的構造を解明するために実験的研究が行なわれたも

のでありヨそれによって盲人の思考遇程の基礎資料を得ることができた。筆者は多年にわたってイ

メージ研究に取り組みヨ氏のイメージ研究の業績は学会でも高く評価されている。

　従来ライメージ研究の中心は視覚的なものでありラ視覚以外の感覚を壺してのイメージ研究はほ

とんどなされなかった。本論文は盲人のイメージ研究を通して雪いわば非視覚的な感覚によるイメー

ジの成立を実証したものである。さらにヨイメージの非視覚的な起源を実証するために空書行動の

研究を行った。かくしてライメージの成立に非視覚的な領域の関与することの可能性が大なること

を明らかにした。このことはライメージ研究に新たな知見を加えるとともにラ視覚障害児（者）の

行動や学習領域の拡大を示唆するものである。もっとも。盲人の教育現場への応用という点で今後

に残された課題は多々あると思うが，それは。これからの研究の進展に期待するとして、本論文の

イメージ研究に果した役割はもちろんのこと，視覚障害児（者）の心理ラ教育への貢献は大きい。

心身障害学，特に視覚障害学の発展に寄与するところ大である。

　よって，著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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